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野菜づくりの情熱、県から高い評価
最上農業賞 立小路・小野さんが受賞

　１１月１３日、最上総合支庁で開催された「令和 7 年度最上
農業賞」表彰式において、立小路の 小野貴之さん が技術及び経
営改善部門で受賞されました。小野さんは、トマトを中心に、
たらの芽や里芋などの野菜栽培を主とした農業経営に取り組み、
その高い生産技術と経営改善への姿勢が評価されました。
　また、「若手トマト研究会」の一員として新規就農者への技術
指導を行うほか、東北農林専門職大学、同付属農林大学校、新
庄神室産業高校の学生・生徒の研修やインターンシップの受け
入れにも積極的に取り組んでいる点も高く評価されています。
　小野さんの今後のさらなるご活躍を期待いたします。

最上ロータリークラブがベンチを寄贈

　１１月１８日、最上ロータリークラブより、赤倉温泉ゆけむ
り館へベンチを寄贈いただきました。訪れる皆さまがより快適
に過ごせるようにと設置されたもので、温泉利用者の憩いの場
として幅広く活用されます。寄贈にあたり髙橋町長が、これま
での継続的な地域貢献に深く感謝をお伝えしました。温かいご
厚意に、心より感謝申し上げます。

町 生産者が山形県きのこ品評会で入賞
高品質なきのこが集結

　１１月１７日から２日間、新庄市ゆめりあで第３９回山形県
きのこ品評会が開かれ、県内から３１点が出品されました。色
や形、鮮度などが審査され、最上町からは複数の生産者が入賞
しました。菌床しいたけを出品した二戸司さんが優秀賞（JA 全
農山形県本部運営委員会会長賞）を受賞。菅甚助さん（菌床し
いたけ）が県森林組合連合会会長賞、木村勇智さん（まいたけ）
が丸果庄内青果株式会社社長賞を受賞しました。太田博さん（菌
床しいたけ）は優良賞に選ばれました。町内生産者の活躍が続
いており、最上町産きのこの品質向上が期待されます。

最 上町スポーツ少年団交流大会
「ティーボール大会」が開催されました

　１１月９日、向町小学校グラウンドでティーボール大会が開
催され、子どもたちは秋空の下で熱戦を繰り広げました。大会
は初心者向けのルールが取り入れられ、参加者全員がティー
ボールの魅力を実感しました。
　チームワークを発揮しながら仲間との交流も深まり、笑顔あ
ふれる大会となりました。今後も町では地域スポーツの発展に
取り組んでまいります。

星川選挙管理委員長が総務大臣感謝状を受賞
選挙制度の節目を飾る表彰

　１１月２５日、国民参政１３５周年・普通選挙１００
周年・婦人参政８０周年を記念して行われた総務大臣感
謝状伝達式で、選挙管理委員長の星川薫氏が表彰されま
した。
　この記念の年に、多年にわたり選挙の適正な管理や啓
発活動に尽力した功績が評価されたものです。星川委員
長は１４年間にわたり選挙管理委員会に在職し、選挙事
務の円滑な運営に貢献されてきました。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。

未来の安心を支えるカーブミラー寄贈

　１１月２８日、もがみ中央農業協同組合と全国共済
農業協同組合連合会山形県本部より、町に４基のカー
ブミラーが寄贈されました。
　このカーブミラーは、両団体が交通事故防止対策事
業の一環として、県内の市町村に毎年寄贈しているも
のです。
　町では、寄贈いただいたカーブミラーを見通しの悪
い場所に設置し、交通事故防止に役立てていきます。
ありがとうございました。

企 業版ふるさと納税の感謝状を贈呈

赤倉温泉スキー場安全祈願祭を開催

　１２月６日、赤倉温泉スキー場において、今シーズ
ンの安全と千客万来を祈念する安全祈願祭が執り行わ
れました。多くの御来賓をお迎えし関係者が参列する
中で、神事を通じて、利用者が安心してウインタース
ポーツを楽しめるよう祈りを捧げました。
　この冬も多くのスキーヤーや観光客の来場が期待さ
れております。町の冬のにぎわいを支える拠点として、
安全管理の徹底と魅力あるスキー場運営が誓われまし
た。

写真下段中央：小野貴之さん（立小路）

優  勝：もがみ真室川 joint B チーム　準優勝：最上ユナイテッド FC

第３位：もがみ真室川 joint A チーム

　新庄信用金庫様より、企業版ふるさと納税制度を活用し、
５０万円のご寄附をいただき、感謝の意を表するため、令
和７年１２月９日に感謝状を贈呈いたしました。この度の
寄附は、「最上町まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（木
質バイオマスエネルギー事業他）」に大切に活用させてい
ただきます。誠にありがとうございました。

写真右　理事長　井上　洋一郎　氏
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最 上校企業訪問

　１２月１１日、新庄北高等学校最上校１年生を対象とした町
内企業訪問ツアーが開催されました。生徒たちは、（株）ジーエ
ムシーヒルストン、（株）早坂建具製作所、ゆめみの宿観松館の
３事業所を訪問し、各企業の概要説明を受けるとともに、施設
や工場内を見学しました。普段は目にすることのない製造現場
や、実際に働く方々の姿に触れることで、仕事への理解を深め
る貴重な機会となりました。今回の体験は、生徒一人ひとりが
将来の進路について考えるうえで、大変有意義な時間となりま
した。

中 学生「税についての作文」 新庄税務署長賞を受賞

　令和７年度「中学生『税についての作文』」において、最上中
学校の阿部弦太さんと岸美波さんの２名が、新庄税務署長賞を
受賞しました。今回の作文では、身近な暮らしや地域社会を支
える「税」の役割について、自分の視点で考えた気づきや将来
への思いが、それぞれの言葉で丁寧につづられました。
　受賞した阿部さんは、「大人になってからは収める立場に変わ
る税を、これからもっと考えていきたい」と語り、岸さんは、「ま
だまだ税金について知らないことだらけ。もっと学びたいと思
いました」と、今後の税に対する学びの意欲を語ってくれました。
お二人の受賞を心よりお祝いするとともに、今後のさらなる活
躍を期待しています。 左：岸美波さん　右：阿部弦太さん
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令和８年度　放課後児童クラブ入会募集

　令和８年度、放課後児童クラブ（学童）の入会を下記のとおり募集いたします。入会を希望される方は、申
請期間内での申込みをお願いいたします。なお、放課後児童クラブは 1 年ごとの更新制のため、利用される方
は全員申請が必要です。申請にあたりご不明な点があれば、こども支援課までお問い合わせください。

〇申請期間　　令和８年１月９日（金）～１月３０日（金）

〇対象　　　　令和８年４月１日現在、町内の小学校に在籍しており、保護者が就労等により家庭で保育が

　　　　　　　できないと認められる方

〇申請先　　　こども支援課　(受付時間／平日８：３０～１７：１５)

　　　　　　　※申請書類は、役場こども支援課の他、各学童でも配布

（町公式HP：https://town.mogami.lg.jp からもダウンロードできます。閲覧は１月９日 (金 ) から可能です。）

〇お問い合せ先　こども支援課　☎４３－２２４７

〇募集するクラブ名称および定員

名　称

向町すこやかクラブ

大堀すこやかクラブ

定員

７０名

３６名


